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異方性のパラメータDに臨界値があり,それ以上ではノす=~布 に比例するが,Dc以下では図

3に見られるごとく,重心運動はなく,静止点周りの振動が観測される.十分小さい刀の値に

対しては,静止する.

図4はkinkの運動エネルギーが(3)の第2式¢-βsinβによっていることを示している.即ち

spinのZ方向の傾きβが0でなくなった位置でのみ¢の回転運動が行われる.勿論全エネルギ

ーは保存されているので,磁場方向に ドメインが広がる損は Z成分の傾きによるゲインでまか

なわれている.

以上の数値解析から離散格子の効果であるPinningとOscillationが磁気ソリトンの運動にも見

られることが判かる.またDampingは,このレポー トのデータのみでは何とも言えないが,他

のデータと総合して考えると,′ト振幅の線型波を発生 しつつ減衰していくことが判かる.
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擬 1次元導体におけるソリトン型励起 と電子構造

京大･理 村 尾 剛

擬 1次元導体におけるソリトンまたはソリトン型励起状態についての論文は数多く見られる

が,その電子状態までを考慮して議論 したものは,ポリアセチレンを除いてはほとんど見当ら

ない.通常の金属から見ると,ポリアセチレンは特殊な系であり,もう少し通常の金属につな

がる仕事が望まれる.そのような意味で,金属で大変成功を収めた擬ポテンシャルの方法を基

礎にした筆者の擬 1次元系の仕事を用いて,ソリトン型励起を考察した.

詳細は原論文1)にゆずることにして, ここではその要旨だけを述べることにしよう.擬ポテ
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ソリトン系のダイナ ミクスとそれに関するカオスの問題

ンシャルの理論によると,伝導電子および格子系の全エネルギーは,正常な結晶状態を基準に

して
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で与えられる.構造因子S(q)における<∂Zl>は構造の不安定性に伴う変位,∂zzはフォノ

ンの変色 F(q)はband･structuretermで誘電常数を[1-8(q)~1]の形で含み,a(q)はele-

ctrostatictermである.この<∂Z∠>を

<∂zz>=基 AleXp[ip(QoZz+Qz)] (Qo=2kF)
(3)

と表わしたとき,バイエルス状態ではAlも¢∠もどによらない常数であり,ソリトン領域では

¢/~¢o=
¢Atanh[qC (Z∠-Zo)] (ASソリトン)

¢AFtanh[qs (Zl-Zo)]1 (Sソリトン)

とおく.¢∠の形から, 第 1をantisymmetric, 第 2

をsymmetricなソリトンとよぶ.それぞれを図 1に

示す.ここで考えるのは,全体として電気的中性を

保ったソリトンであるので,ASソリトンは自由な

フェルミ面をもたねばならないが,図からもわかる

通 り,ソリトン領域では電子状態が不連続な準位に

量子化されるので誘電常数のeoでの発散がおさえ

られる.後の数値計算のためにtanhは展開して線

型項だけをとる.これはせ｡-eo+∂¢に当る.

構造因子を含む項を∂Z∠について展開して
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とすると,第 1項は構造エネルギー,第2項は安定性の条件,第 3項は調和フォノンを与え

る.更に3(q)は7(q)を含むので,これからも同様な寄与があることを注意しよう.2)ここで

考えている変数には∂Qと振巾Aとがあり,この2変数の変化に対して系のエネ′レギーの変化
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図2.ASソリトン.Kl-5,K2-K3-3, Es
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図3.ASソリトン.Kl-K2=K3-1,
∂-0.025.
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図4. Sソリトン.K1--1,K2-1,K3-
2,a-0.05.RとLは右および左側の
領域を指す.

は単調ではない.∂¢を与えたとき,系の安定条件を充たす｣が求まれば,その準安定状態を

ここでのソリトン型励起状態としてとらえた.どのような∂¢の領域または温度領域にそれが

現われるかと云うことを見るために数値計算を実行 し,その中の典型的な結果を図2-4に示

す.図中,Esは適当な量で還元されたソリトンの励起エネルギー,AoとAsはバイエルス状態

およびソリトン領域での(3)の振巾,またK1-K3はEsおよび安定条件の表式に現われるパラ

メーター,K4-K6はソリトン領域に整合性を要求 した時に付加的に現われるパラメーターで

あり, ♂-(バイエルス ･ギャップ)/2eF,温度TはkBT/2eFを表わしている.
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